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平成２０年度第２回高知県公立学校教員採用勉強会の概要

１ 説明会開催の目的
教員を志望する人に 高知県の求める教師像や教育施策などの情報を提供し 高知県の教育へ、 、

の関心や理解を深め やりがいを持って 高知県の公立学校教員を目指す人を増やすことを目的、 、
とする。

２ 勉強会参加者数

月 日 会 場 ｱﾝｹｰﾄ回収数参加者数

高知女子大学池キャンパス １７７名
２月１４日（土）

１９３名10:00-12:00

東部教育事務所 ２５名
２月１４日（土）

２５名15:00-17:00

四万十市中央公民館 ９１名
２月１９日（木）

９３名19:00-21:00

合 計 ２９３名３１１名

アンケートの回答２９３名の内訳は、大学生１７名、教職関係者２６１名、民間企業等その
他の者が１５名であった。また、平成２２年度の選考審査受審予定者は２８４名であった。

３ 感想より
① 指導案の作成方法はとても参考になった 職場での指導案検討会で どういう視点で見れ。 、

ばいいかよく分かってなくて意見を言えないことがあったが、今後の参考としたい。
② 具体的でとても勉強になった。特に模擬授業でのポイントが聞けて良かった。
③ 今までおおまかにしか出題傾向を分析したことがなかったので、今一度きちんと分析して

みようと思った。
④ 採用審査のためだけではなく、日頃からの授業への取組をより良いものにしていきたい。
⑤ 専門知識を高めると同時に 子どもたちに伝える力 わかった できた と実感して、 、「 」、「 」

もらえるような指導力を高めていかなければならないことを改めて感じた。
⑥ 採用試験の勉強会ということで参加するのではなく 一人の教師を目指す立場で 普段か、 、
ら何を勉強し 身に付けなければいけないのかを改めて考えることができた 学校に戻り努、 。
力しようと思う。

⑦ 日々の実践に活かすことのできる内容としても勉強になった。
⑧ 講師としての経験を積みながら、一時間、一時間の授業を大切にしていこうと思った。

それが、教師としての資質に繋がり、採用への近道となるのだと感じた。

〔会場での質問から〕
Ｑ： 模擬授業の指導案作成時間３０分で白紙の状態から作成するのは難しいのではないかと

考えるが、日頃より心がけておくと良いようなことはないですか。
Ａ： 学習指導要領を理解しておくことが必要です。臨時教員として勤務されている方は実践

の中で授業の目標をもち、柱を作っていくことが大切ですし、勤務されていない方もそ
のような思考をしておくことが大切です。

Ｑ： 作成した教材のできで評価に差が生じますか。
Ａ： 作成した教材のできではなく効果的に使用することが大切と考えています。使用の仕方

によってはマイナスになることもあります。

４ その他
（１）説明会で使用した資料についてはホームページ上に掲載します。

http://www.kochinet.ed.jp/seisaku/アドレス：

（２）勉強会に関する問い合わせ先は、次の通りです。

高知県教育委員会事務局教育政策課 人事企画担当
TEL ０８８－８２１－４５６
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高知県の求める教師像

「学ぶ力を育み 心に寄りそう

教科の指導

も く じ

緊急プラン」より



高知県の求める教師像

高知県はこんな先生を求めています。

これからの学校は、子どもたちがよく学びよく遊び、心身ともに健や力ヽこ育つことを目指し、

高い資質能力を備えた教員が自信を持って指導に当たり、そして保護者や地域もカロわって、学

校が生き生きと活気ある活動を展開することが求められています。

こうした学校づくりを進めていくためには、子どもたちの教育に直接携わる教員の資質能力

の向上を図ることが大切です。

そして、変化の激しい時代の中で、子どもたちや保護者の価値観は多様化し、刻々と変化し

ている状況の中でも、子どもたちを本当に好きで、慈しみ育てたいという情熱のある、次のよ

うな人を求めています。

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感などのある人

子どもたちへの優しさや愛情は、教員の資質の中でも最も大切なものの一つです。子ども

たちの確かな成長を願い教育への熱い牌 と責任感のある人を求めま九

教育の専門家として、教科指導力、子ども理解力、児童・生徒指導力、集団

指導の力、学級づくりの力などのある人

様々な子どもたちを受け止め、子どもたちに寄り添い、温かく励まし見守りながら、共に

成長していくことができる人、研究と創意工夫を惜しまず、楽しくわかりやすい授業を創造

し、温かい学級づくりのできる人を求めます。

豊かな人間性や社会性、常識と教養、対人関係能力などを備え、組織の二員と

しての自覚を持つた人

個性と創造力を発揮し、他の教職員と連携・協力しながら、学校組織の一員として教育活

動にあたることのできる人を求めます。
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「学ぶ力を育み 心に寄り添う 緊急プラン」より |
|

1 学校における取組

(1)学力向上対策

① 児童生徒の基礎学力の定着と学力の向上

◆全国学力・学習状況調査の正答率

学校数 国語A 国語 B 算数・数学∧ 算数・数学B

小学校
高矢□県 243本交 81.7% 60.0% 81.6% 60.7%

全  国 22,072本交 81.7% 62.0% 82.1% 63.6%

中学校
高知県 115校 78.10/0 64.0% 62.8% 50.6%

全  国 10,544～交 81.6% 72.0% 71.9% 60.6%

◆中学校 国語と数学の相関図

数学 A、 Bの

平均正答率 (%)

国語A、 Bの

平均正答率 (%)

※全国学力 学習状況調査結果より「

(国・私立学校は除く。以下同じ)
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◆中学生「学校以外 (普段)での勉強時間」と「宿題」の相関図

授業時間以外に勉強を全くしない

生徒の害J合 (°/o)
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※全国学力 学習状況調査結果よ り
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1 学校における取組

(2)い じめ・不登校等対策 (lbの教育)
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H9     H10     Hll     H12     H13     H14     H15     H16     H17     H18

※18年度にいじめの定義が変更され、これまでい じめとされていなかつた児童生徒間に起こる事象がいじめ

と認知されるようになり、数leLが前年度より1曽加

◆平成 18年度 不登校出現率及び暴力行為発生率□

1000人 当たりの

不登校児童生徒数
(国 公私立 4ヽ・中)

18           16           14           12           10           8           6

1000人 当たりの
暴力行為発生件数

〈回公私立 ′」ヽ・中・高)

◆い じめを認矢]した学校の害」合 (公立 )

― 高知県

И
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◆公立学校におけるいじめ問題への対応状況 (17年度)

◆心の教育センターにおける教育相談件数等

(単位 :%)

(単位 :件 )

職員会

議等で

の共通

理解

全校

実態

調査

相談

体制

整備

学校全

体での

ま旨導

家庭．
切
励

学校通信

等での家

庭との協

力

養護教

諭が1旨

導

SC・ |い

の教室

相談員

その

他

小

学

校

離

県
78.8 21.5 27.6 58:7 19.6 26.6 15.4 14.1 2.2

全

国
75.7 35.2 52 4 57.0 26.1 29 1 22.3 14.1 4.2

中

学

校

講

県
83.5 36.8 33:1 63.2 21.1 22.6 21.8 20.3

全

国
84.7 46_1 67.4 64.2 32_8 33.5 34 0 45.3

高

等

学

校

離

県
85.7 14.3 40.5 54.8 19.0 14.3 28.6 35.7 19.0

全

国
68.6 24_7 44.6 46.7 14.0 15.2 27.0 21.9 14.7

複数回答あり

全国と比べ小。中学校ともに相談体制の整備が課題E

年   度 16年度 17年度 18年度 19年度

来所相談 577 573
つ
０

電話相談 1,439 1,291 1,229 1 192

Eメール本目言炎 472 476 463 月
■
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本県の教育の現1大と課‐題
平成19年度 ‐全国学力 1学習状況調査の結果
・ 中学校の国言吾数学とも全国平均を大きく下回り全国46位
・ 宿題や予習をしている害」合が全国より少な <、 家庭での学習が十分に定着していない

平成18年度の暴力行為の発生率は全国ワース ト1位 (3年連続)、 不登校の出現率はワ‐ス ト2位

畢m2o撃爾～2o奪鷹(4撃骰 )

○「基礎学力の全国最下位レベルからの脱却」に向けて

子どもたちがこれからの社会を生き抜いていくための学力をしつかりと身に付ける

⇒ ‐響勒斬鞣ヅ顆盪鰈鰺藝茫吻肘鉤馘邊鯰脩        |
○「児童生徒が落ち着いて安心して学べる環境づくり」に向けて

いじめや不登校などで悩んでいる子どもたちの心に寄りそう       :  ‐
■⇒‐文鶉鼈櫻磋鍼饉儡鰤瘍藉量朕郎りN卜文蝙几鑢鐵辣隧跛櫃鐵鑢

高知の子|ど,も|の1末来の|ために■:さ|あ1進|め|よ|う■:F51つ|の改革J

(主な取組 )

O全 ての小中学校での学力の底上げ   | ‐

:各校であ学力向上対策(学校改善プラン)の 着実な実施
・学習内容のまとまり(単元)ごとのテストの実施(算数 数学)

○課題を有する学校
^の

個別の集中的・重点的な支援 ‐

・学力向上のための校内体制の整備

〔曇費『』f黎靡桑ち襲爆桑』暫1等 〕

○ 学校での0」 Tの推進

・日々教員を指導できる管理職やミドルリーダーの育成

○ 新規採用教員の質の向上

・県外 (者5市部)での採用説明会の実施 等

○ より質の高い保育・教育の推進
・保育者の資質・専門性を高める研修の強化 等
o「親育ち支援」の強化      ‐

・子どもの育ちの道筋と大人のかかわり方の周知(出 前講座等)

○ 認定こども園の設置促進      |
・保育所と幼稚園の両機能をもつ認定こども園への財政支援

○ 初期対応の強化・関係機関との連携強化

・児童虐待‐いじめ対応ガイドラインの作成(教職員用)

○ 教職員のカウンセリングマインドの向上

・児童生徒の心の状態をつかむ調査の普及 定着

0心の教育センター教育相談体制の強化

○ 全ての小学校で放課後の「学びの場」の提供

○ 中学校の重点校での「学びの場」の設置

・ 予習や復習の点検を行う指導員の配置 (学校支援地域本部 )

・ 家庭学習の点検等を行う中学校非常勤講師の配置

○ 生活チエックカードによる生活習慣や家庭学習の点検

許

舞

行

豪

舞

鼈

-6-



「

教科の指導

教科における学習指導は、学校での教育活動の中心です。学習指導を確実に行 う

ことは、教師の大切な任務です。教科における学習指導の目的は、「学力」の形成

にあります。 したがつて、教師は児童生徒に、自ら学び、自ら考える力などの 「生

きる力」をはぐくむよう指導計画・指導方法・評価などの工夫改善に努め、効果的

でわかる授業を行 う必要があります。

(1)学習指導 とは

① 学習指導の意義

教科における学習指導は、小学校においては主として学級担任、中学校・高等学校にお

いては教科担任によつて行われます。そのねらいは、何といつても「学力」を児童生徒に

身に付けさせることです。

「学力」とは何でしょう。

単なる知識の量ととらえるのではなく、学習指導要領に示されている基礎的・基本的な

内容を確実に身に付けていることはもとより、それにとどまることなく、自ら学び、自ら

考える力などの「生きる力」がはぐくまれているかどうかによつてとらえる必要がありま

す。

自ら学び、自ら考える力を育成する基盤として、一定の基礎 。基本の確実な定着は不可

欠となります。そのため、私たちは児童生徒に基礎的・基本的な知識や技能等を繰り返し

学習させるなどして、確実に習得できるよう指導する必要があります。基礎・基本には、

知識や技能だけでなく、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力なども含まれます。

したがって、児童生徒が自分で考え、課題を見つけ、自分の考えをもち、それを自分の

言葉で表現することができるような力の育成を重視した学習指導を一層進めていく必要が

あります。

教師は、日々の教育活動の中心である教科における学習指導を充実させるよう、基本的

な才旨導の在り方を身に付ける必要があります。

② わかる授業を進めていくために

教科における学習指導の実際は、

授業において行われます。授業は、

児童生徒の実態、指導目標や内容

を踏まえて、児童生徒が個別及び

集団により学習活動を行い、教師

が指導することによつて成立しま

す。この児童生徒の学習活動と教

師の指導の全体を授業といいます。

授業を構成する基本的な要素とし

て「児童生徒」 「教師」「教材」の

三つがあります。児童生徒と教師が 一 回
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教材と相互にかかわり合いながら、児童生徒も教師も高められ、深められ、更に新しいもの

を倉J造 していくのが授業です。教材研究を綿密に行う教師は、指導の目的と児童生徒の実態

をとらえて指導計画を立て、児童生徒がわかる効果的な授業を行 うことができるのです。教

師の教材研究の深浅の程度は、授業を大きく左右するものです。

授業の主役は児童生徒です。児童生徒の学ぼうとする意欲に応えるために、教師は楽しく

充実感のある授業を行うように努めなければなりません。そのためには、教材研究の充実を

図り、児童生徒の側に立つ学習指導をすることが大切となります。

ア 児童生徒の■llに立った学習指導

○ わかる授業 (楽 しく充実感のある授業)を 目指す

○ 個に応 じた指導の工夫

○ 基礎的・基本的な内容の重視

イ 児童生徒のよさを認め、指導の改善に生かす評価

○ 指導と評価のァ体化

(2)学習指導計画

① 学習指導計画の意義

教育は、意図的・計画的な営みです。各学校においては(国の定める教育の目的 。目標

を基盤としながら、現代社会の要請、地域や児童生徒の実態を考慮して学校教育目標を設

定します。この達成を目指して、国の定めた基準に基づき、教育課程いわゆる学校の教育

計画を編成します。教育計画を具体化したものを指導計画ということができます。

指導計画とは、各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間のそれぞれについて、

学年ごとあるいは学級ごとに指導目標、指導内容、指導の順序、指導方法、使用教材、

指導の時間配当等を定めた、より具体的な計画のことです。

指導計画には、一般的に、年間指導計画から、学期ごと、月ごと、週ごと、単位時間ご

と、あるいは単元、題材、主題ごとの指導案にいたるまで各種のものがあります。

学校における指導計画のなかで、最も基本的な指導計画が年間指導計画です。それは、

年間指導計画が、教育課程をどのように実施するのかを明確にしているからです。したがつ

て、各学校は、校長をはじめとする教職員の創意と工夫を生かし、年間指導計画を作成し

なければなりません。
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② 各教科の年間指導計画

ア 作成の手順

.各教科における年間指導計画の作成に当たっては、各教科や児童生徒の実態などに

よつて多少の違いはありますが、一般的な手1贋は次のとおりです。

教育課程編成の基本方針や学校の教育目標の具体化を受
けて、計画作成の基本方針を立てましょう。校内研究の主

とのかかわ りを密に しましょう。

1.作成の基本方針

2.各教科の基本的な内容の把握

3.児童生徒、学校及び地域の実態の把握

Ｉ
ｌ

ｌ

ｌ

↓

教科の学年の目標をおさえましょ｀

う。特に、前後の学年との関連を図

りましょう。          ノ

4.学年の目標の明確化と指導内容の重点化

5.単元の構成 と配列の工夫

及び評価計画

6.適切な授業時数の配当

各教科の「学習指導要領解説」の指導計画作成上の留意事項等を検討して、全教職

員の共通理解のもとに年間指導計画を作成することが必要となります。そして、全教

職員が常に授業改善を図つていくことが大切です。    |
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ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

事例

(高等学校用 )

1 教科 (科 目)

2 単位数、時間数
3 指導学年、クラス

4 使用教科書名

5  才旨準妻目標 :1.

年間指導計画

○○ (○○)

○単位、○○時間

〇年○ホーム

○○○○

実際に指導し

て、反省 等を

記入 し、次年

度 の指導 に生

かしましょう。

2.

学期

(月 )

単元
当

間

配

時
指導 目標・学習内容 評価規準 改善点 実

轍

′・…Ⅲ…・…Ⅲ…Ⅲ…・・̈・…・・‐・…・・‐・・̈・…“―・・………・Ⅲ  言平{面霧12隼 とは   ・…Ⅲ…・…………・…・…・・甲●…………“,・・……、

: 小学校教育課程一般指導資料「新しい学力観に立つ教育課程の創造と展開」‐(平成
|

5年 9月 )には、① 「『評価規準』という用語については、新しい学力観に立って子

どもたちが自ら獲得し身に付けた資質や能力の質的な面、すなわち、学習指導要領の

日標に基づく幅のある資質や能力の育成の実現状況の評価を目指すという意味から用

いたものです。」また② 「新しい指導要録 (平成 3年)では、観′像別学習状況の評価

が効果的に行われるようにするために、『各観点ごとに学年ごとの評価規準を設定す

るなどの工夫を行うこと』と示されています。」と述べられています。

したがって各学校においては、これまで作成していた各教科の評価規準を見直し、

現行の学習指導要領の目標や内容に沿つたものを作成する必要があります。

また、評価規準については、「おおむね満足できる」状況 (B)について設定し、

設定した評価規準に照らして、まず、「おおむね満足できる」状況 (B)か、「努力を

要する」状況 (C)かを判断した上で、さらに「おおむね満足できる」状況 (B)と

判断されるもののうち、児童生徒の学習の実現の程度について質的な高まりや深まり

をもつていると判断されるものを「十分満足できる」状況 (A)と することが適当で

す。

*評価規準の作成に当たつては、国立教育政策研究所教育課程研究センターのホ

ームページを参考にしてください。

、ヽ.._.:_

(3)学習指導案の作成

学習指導案は、授業の設計図ともいえます。学習指導案は、一般的には、 1単位時間の学

習指導の計画をいいます。

① 学習指導案の意味と役害1

毎日の教育活動は年間指導計画に基づき、月ごと、週ごとに指導計画が立てられ、進め

られていきます。学習指導案は、その計画をより具体化して授業を行うための指導計画案

のことです。学習指導案は、授業を展開するために教師の指針となるものです。また、教

師が自分の学習指導法を改善するとともに、児童生徒にどのような学力を身に付けさせる

か、具体的に示す重要な役割もあります。
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② 学習指導案作成の手順と方法

「児童生徒の側に立った学習指導」という視点から、指導のねらい、内容、指導教材、

学習形態についてあらかじめ検討することが求められます。このことを教材研究といいま

す。

学習指導案は、学習指導要領を基にして立てられた年間指導計画に沿つて作成します。

その作成に当たつては、以下のような手順と方法等が考えられます。

手順 方法及び留意点

①単元 (題 材)を決

める。

〇年間指導計画や教科書等、学習指導要領と学習指導要領の解説

を参考にして決める。

○各単元 (題材)のつながりや系統性を大まかにとらえる。

②児童生徒の実態を

とらえる。

〇既習経験や前提となる知識や技能等を的確にとらえる。

○事前のレディネステス トや意識調査等、また日ごろの児童生徒

の観察等をよりどころとする。

③教材の研究を行う。〇教材の特性や系統性を明らかにする。

○教材研究の深さがよい授業を創る。そのために、日ごろから、

幅広く参考書や先行の研究事例等にも当たり、教材研究を深め

る。

○児童生徒の実態を踏まえ、学習内容が多すぎたり、高度になり

すぎたりしないように注意する。

④ 目標 と評価規準を

設定する。

○児童生徒の実態を考慮する。

○単元の目標をもとに、児童生徒に身に付けさせたい学力を観点

別に示す。

⑤指導の流れを作る。○本時の目標については、できるだけ具体的に表現する。

○児童生徒を主体とした授業を行 うため、児童生徒が自ら課題を

見つけ、その解決を目指して学習活動を展開できるような流れ

を考える。

○児童生徒の反応を予想 し、発問や助言を考える。

○児童生徒のつまずきや個に応 じた指導を展開するために、複線

的な流れを考える。

○時間配当に注意 し、思考や活動の時間を十分にとるようにする。

○評価の観点とその方法を明確にする。

○学習形態を考える。

○板書計画を立てる。

⑥資料や教材・教具

などを準備する。

○いつ、どこで、どのような資料を、いかに提示するかを考える。

○視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図る。

※評価規準の作成に当たつては、『新しい授業づくりのために

の工夫改善事例集―』(高知県教育センター 平成17年 3月 )

―評価規準、評価方法等

を参考にしてください。
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③ 学習指導案の項目及び一般的な形式 (例 )

第○学年○○科学習指導案

平成〇年○月○日○曜日 第○校時

〇年○組 児童 (生徒)数○名

指導者 ○○ ○○ 印

1単元名 (題材名、主題名 )

:述する。

○指導観

児童生徒の学習状況を踏まえて、本単元で確実に基礎・基本を身に付けさせ

るため、学習展開や授業方法の工夫、評価の進め方、指導上の留意点などを

具体的に記述する。

＼………三………….」

授業参観、授業分析・検討の視′点

:学習指導要領に示された目標を踏まえて、本単元での到達目標を具体的に記

:述する。

4単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 表現・技能 矢口言表。理翌角牢

単元の内容に即した具体的な評価規準を記入する。

教科によって、評価の観点は異なる場合がある。
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5指導と評価の計画 (全○○時間)

次 学習内容 (時数)

評 価

関 考 表 矢日 評価規準 評価方法

_… rJ″

・

9.」 .…… |.¨ .、

: 1時間の授業で重

: 点的に取 り扱 う項

: 目を◎で示す。
'I・

・
…

|…

・ ・・ ・

|・

… ・・・

|・

・・・ ・・

」 「4単元の評

: 価規準」を単

: 元計画の中に

: 具体化 して位

.`月,生魚:.…….♂

6本時の展開

(1)本時の目標

:「 3 単元の目標」を踏まえて、重点化した本時の具体的な目標を記述する。 :
1._.......●

“
¨ ●●●●●●●:● ●●●・ ●●●●●̈ ●●●●●Ⅲ

… …
|● "●

●●●●●●●●●●●●●̈ ●●・・ "・・ …
●●̈ ●●●●●●●●●●●●̈ ●●●●●●●●●●"¨ ●●●●

… …
●●""し ,…

…
●●

…
●●・
・

(2)観点別評価規準
●・・・ "・・・・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ⅲ…●●●●・・…・・●●●●●●●●̈ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●…●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●……●●・・・・…

●●●●
、

:「 4 単元の評価規準」をもとに本時における評価規準を示す。       :
.ヽ......".●●●●●●●●●●●●●●●●●"● ●●●…●●●●●●●●"● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ⅲ……●●…●●●●………Ⅲ●・・・・̈●●●●…●●●●“……●●……●●●●・

(3)準備物

(4)学習の展開

学習活動 指導上の留意点 評価規準 評価方法

1耳墓 勇

・

喜菖 丁

｀

1
‐ る」と判断 した :

1 児童生徒を「お :

| おむね満足す :

:馘 :

●・                    1

:重 点化 した

: 目標 の達 成

:状 況 を本 時

:の 評 価 規 準

:に 照 ら して

: 評価する。

価の一体化

き

童

る

ン

も

　

¨

下ガ佃走 ヾ

る」状況の児

生徒に対す

指導のポイ

トについて

月記する。

指導と評
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④ 学習指導案チエツクリス ト

学習指導案作成の際に活用してください。

確認事項 確認項 目。内容 チェック

記載すべき必要事項 教科名

実施年月日、校時

対象学年、学級、児童生徒数、場所

指導者名  印

単元名 (題材名、主題名)

単元について

単元の目標

単元の指導と評価の計画

本時のね らい

学習活動

指導上の留意′点、評価規準と評価方法

準備、資料

単元について 単元観は示されていますか。

児童生徒観は示されていますか。

指導観は示されていますか。

単元で身に付けさせたい学力の方向性がわかりま

すか。

単元の日標 目標は明確ですか。

単元の評価規準 観点ごとの評価規準が設定されていますか。

指導 と評価の計画 指導の流れ、時間配分は適切ですか。

評価計画が作成され、単元を通して学力を観′点で

分析し、バランスのよい計画となつていますか。

本時の目標 ねらいが重点化されていますか。

単位時間の目標として適切ですか。

具体的な目標 となっていますか。

本時の学習の展開 児童生徒の学習活動と指導 (学習)すべき内容 と

の調和がとれていますか。

児童生徒の反応を予想し、計画していますか。

発間に計画性がありますか。

学習内容に対応した指導法の工夫がみられますか。

学習内容の量と時間配分に無理はありませんか。

教具や資料の活用に配慮 していますか。

評価規準と評価方法 本時のねらいと合っていますか。

評価計画との整合性がありますか。

評価方法が明確に示されていますか。
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(4) 学習指導の展開

学校の教育活動の中核は授業です。児童生徒が学校を好きになるか嫌いになるかは、授業

によつて決まるといつても過言ではありません。授業の主役は児童生徒です。児童生徒の学

ぼうとする意欲に応えるために(教師は魅力ある授業を行うように努めなければなりません。

そのためにも教師は、教科指導の専門家としての力量を身に付ける必要があるのです。

授業は、学習指導案をもとに展開していくものですが、児童生徒の実態に応じて柔軟に展

開していくことが大切です。

① 学習指導の過程

授業における学習過程を大別すると、導入、展開、まとめの三つの段階に分けられます。

一般に次のような学習指導の過程が考えられます。

学習指導の過程 学習者の活動 教師の活動

導

入
　
一　
　
展

開
　
　
一
ま

と

め

(例 )

pかむ

見通す

解決する

酢 かめる

/後 とめる` ヽ

＼きりかえシ

○前時までを振 り返る。

○生活経験を話し合 う。

○学習のめあてを知る。

○見通 しをもつ。

○経験 (既知)を引き出す。

○課題の発見をする。

○「わかりたい」という思いを起こさせる。

○課題解決への見通しをもたせる。

○自力で解決する。

○試みる。

○調べる。

○発表する。

○話し合 う。

○相互評価する。

○見直す。

○自力追究の時間と場を保障する。

○自分の考えを明らかにさせる。

○それぞれの考えを類型化させる。

○よりよいものを求めて考えを交流させる。

○話し合いを整理させる。

○適宜、机間指導や評価をする。

〇整理する。

○練習する。

○自己評価する。

○新たな課題に気づく。

○学んだことを整理させる。

○学んだことを繰 り返し、定着させる。

○学習の過程を振 り返 らせる。

○次時への意欲をもたせる。

② 学習形態及び指導方法の工夫

児童生徒下人一人の能力・適性 。実態に応じて、個に応じた指導の充実を図るために、

1単位時間の学習指導においても、一斉指導、グループ学習、個別学習など形態に変化を

もたせる工夫が必要です。また、ティーム・ティーチングや少人数指導の導入、ゲスト

ティーチャーの招へいなどの指導方法の工夫も大切となります。

その際の留意すべきこととして、指導方法を講じる目的や手順を明確にしておくことが

大切です。例えば、グループ学習を行 う時には、課題発見か課題解決なのか、目的を明確

にし、どのように話し合いをさせるかを指示することが考えられます。
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③ ノー ト指導 一― 思考の過程が記されるノー トに 一

主体的な学習者を育成するためには、教師の板書を写すだけの受動的なノー トづくりか

ら、主体的なノー トづくりのできる児童生徒を育成することが大切です。児童生徒が自分

の力で考え、調べた結果、感想や意見などを記すノー トであつてほしいものです。

ア 板書を見て写すことから指導をしましょう。

ノー トづくりに必要な用具についても、指導をしましょう。

イ 思考の足跡が記されるノー ト指導をしましょう。

児童生徒が自力で解決 し、自分の思考の過程が残せるようなノー トを作るよう指導

をしましょう。ノー トを取る段階では、間違いを訂正する際に消してしまわないよう

に、朱で修正 させるなどして、どこにつまずきがあつたのかを振 り返ることができる

よう指導をしましょう。

④ 板書の仕方 ―― 児童生徒の考え方がわかる板書に 一

授業を明瞭なものとするために、板書は存在しています。

児童生徒にわかる授業、楽しい授業を展開するために「板

書は、授業の構造そのものである」と心に刻み、意図的・

計画的な板書の工夫をしましょう。

ア 学習や思考の流れがわかる板書を工夫 しましょう。

もちろん板書計画をきちんと立てられていることが望ましいのはいうまでもあり

ません。しかし、計画された板書を完成していくために授業を行うのではありませ

ん。予想 しなかつた児童生徒の発言や、授業の流れに応じて板書を精選したり、

付け力日えたりしていくのです。

イ 構造的な板書を心がけましょう。

授業の流れがはつき りとわかる板書であ りたいものです。

く板書例〉

発問または課題 (問題 )

グループごとの実験や活動

結果

回 回 回 回
わかったこと

O

○

◇効果的な板書位置の工夫 ◇板書の構造化・図式化 ◇色チョークの効果的な使用

ウ 正 しく、ていねいな字を書きましょう。

特に筆順などは、前もつて確認するくらいの慎重さがほしいものです。
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⑤ 発間 ―一 授業の成否を決める発間、思考を揺さぶる発間を 一

よい授業を展開するために欠かせないものの一つに発

間があります。児童生徒の立場になつて発間を考えま

しょう。やがて、児童生徒が自ら課題を見つけることが

できるようになることを、目指していきたいものです。

ア できるだけ短い言葉で、わかりやすく問いましょう。

たくさんのことを一度に聞かないようにしましょう。

意図が明瞭で、思考の方向性がはつきりした具体的な発間をしま し ょ

イ 児童生徒全員に自分の考えをもたせるような発問を心がけましょう。

つ。

一問一答型にならないようにしま

一人=人
に自分の考えをはっきり

しょう。

もたせるようにしましょ，
つ

ウ 児童生徒の反応を予想しましょう。

発問計画を立てる時に、児童生徒の考えをできるだけ予想 して、その対応を考え

て授業に臨むことが大切です。しかし、児童生徒の反応が予想 と違った場合は、臨

機応変に発間を考えることが大切になります。

⑥ 支援 一― 一人一人に応じた支援を 一

児童生徒の個に応じた支援は、学習を確かなもの

としていきます。
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…・
― ●― ● ‐ ‐― Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ¨ Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
Ⅲ

…
●

“
口‥ ■‥ ■― ■‐

・
‐・ ― ■― ●‐ ●‐ ●‐ ■

■

ア 机間オ旨導によつて一人一人を見ましょう。

学習につまずいている児童生徒といつ

肯定的に評価 しましょう。机間指導は、

重要な場面です。

イ 機会を見つけ、児童生徒に励ましの言葉をかけましょう。

励ましの言葉は、児童生徒が学習を進めていくうえでの大き

ます。さまざまな機会を見つけて、一人一人を積極的に認めま

しょに考えたり、関心・意欲を喚起したり、

教師と児童生徒が同じ日の高さでふれあう

なエネルギーになり

しょう。

ウ 学習環境を整えて、授業のよい雰囲気をつくりましょう。

教室に関連教材を展示 したり、図書室に関連図書をそろえたり、いくつかの発展

学習のコースを設定したり、児童生徒が学習に取組みたくなるような環境づくりに

l  配慮 しましょう。
1                                                                      =
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「

姦 嶽藤導馬導鍮露ミ,ヾ轟1]゛ i黒ぶおミ Sヾ§苺1ミミ"撻機ヽ 紫串゙ 嶽゙ 檬ヾ膨§゙
ぷ゙゙ 暮響ぷ鎌糠檬苺…墨やS燎熱も轟ヾ 轟鏃゙ 等、熱毅簿ぶやヽ 蓼゙ 豪ミ墨ミ黒■・

蔦いい黎鎌濾ぎぶ 静ゞ や、‐ミきも…ヽ ミボ義苺い、ぼ螢ミ

=藤
恭 蜘綴ミボ錢機書涅響ボぶやヽふこミざヾ ミ゙よヽ 織すヽ こミζ韓,確終ヽこ華ヽ ヽヾ撻総
‐葉や機当.■S導ぶT'、 ユ燕がでさ燕態さ蒙ゃ、.黛 き、維縫導蓼簿韓す1ミで磁●し,

゛繊滋総鎌ミおきヽえ」Sいミ尋ミが1)き黒こ業彗゛心、

恭 轟終ヽ き緊ヽ 主ヽ鎌ヾ ぶぎや越導可Fi撻
=や

いヾ 絲態ヾ 春雨き簿ゞ 轟キ黛摯ヾ 録や蕊‐
いぷ韓ず` 1ヾ鎌蠍絲普檬轟基盤ミヽ 織、き「竣まざパ熱、こ十ヽ ずヽ轟慈Sき総學.然 tヽ黒

苺ミざヾ きヽ ふ
=ミ

゛等.S彙 :゛漁゙ s、ゃミゞ 導1骨゛゙ ミ゙ ミ゙を導良:蒸い:

壕ことがギ:き 熱ミやミ゙ 燕゙            ,

癬 |ヽミ簿ミ総ミギ総慾SIや 1ヽゞ轟載慾誉篠碁゙ 準ヽ
=1゛

1ヽミここがで暮ミょ:ネ 糞す轟      |
ミこミヾ二゙ ミ゙華ヾ程ヽ霧ヽ暴ド添義ミ森ヾ慾ヾ襲(きヽヽヾ ミ゙ ぃゝゃ博tヽやお゙ゞ 辞き∬Sヽミ,

総撻)=ぶい黒ここがい ミヽ:よ 工ヾ 黒゙
｀

(2009年度採用審査
専門教養 1/Jヽ学校)よ り)
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